解答プリント「中学社会・公民的分野」

■確認プリント
３　生産と労働
【評価の観点】[image: ]：思考・判断・表現　　[image: ]：技能　　[image: ]：知識・理解

	解答例
	解説

	１
	[image: 知識アイコン]


[image: 知識アイコン]

[image: 知識アイコン]



[image: 知識アイコン]

[image: 知識アイコン]



	⑴　Ｘ　サービス


　　Ｙ　私企 (き)業

⑵　資本主義経済



⑶　エ

⑷　ウ
	１
	⑴　Ｘ　財が形のあるものをさすのに対し，サービスは医療 (りょう)・教育・福祉 (し)など人間にとって役に立ったり，満足を与えたりする形のないものをさす。
Ｙ　民間人が資金を出し，利潤 (じゅん)を求めて活動を行う企業で，個人企業，組合企業，会社企業などがある。
⑵　資本主義経済においては，生産手段を持つ資本家が労働者を雇 (やと)い，利益を求めて生産活動を行う。資本主義経済において企業を代表するものが，会社企業でありその中心が株式会社である。
⑶　エ　株式の売買は証券取引所を通して自由に行うことができる。
⑷　公企業は，国営企業，独立行政法人，特殊 (しゅ)法人，地方公営企業の４つに分けられ，アは地方公営企業，イは国営企業にふくまれる。ウの農業協同組合は私企業の中の組合企業である。
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	⑴　中小企業




⑵　ベンチャー企業


⑶　アジア
	２
	⑴　中小企業基本法によると，製造業以外での中小企業とは次のように定められている。小売業＝資本金5000万円以下，従業員50人以下。サービス業＝資本金5000万円以下，従業員100人以下。卸 (おろし)売業＝資本金１億円以下，従業員100人以下。
⑵　ベンチャー企業とは，高度な専門的な技術・知識をもとにして大企業では参入しにくい分野で，急成長している中小企業をさしている。
⑶　安い労働力をもとめて，多くの製造業がアジアに進出した。
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	⑴　Ｘ　労働基準法
　　Ｙ　労働組合法
　　Ｚ　労働関係調整法
⑵　イ

⑶　イ

	３
	⑴　労働三法はともに，第二次世界大戦後に連合国軍最高司令官総司令部〔ＧＨＱ〕の指導のもとに行われた，民主化政策の一環として制定された。
⑵　イ　労働基準法では少なくとも週１日の休日を与えることが規定されている。
⑶　イ　労働組合は，経営者に対して弱い立場にある労働者が，労働条件について経営者と対等の立場で話し合うためにつくられたものである。
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